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電総量の半分以上を占めるようになると IEAは見込んでいる（IEA 2019）。 
再生可能エネルギーのなかでも洋上風力発電の開発に対する期待は一段と高い。国連が発









2019年 10月、台湾北西部の苗栗県沖合約 2キロから 6キロの海域に、台湾の洋上風力発
電所第一号となる「フォルモサＩ」（中国語名は「海洋風電」）が竣工し、同年末より商業運
転を開始した（図 1）。2019年 11月 12日に行われたフォルモサＩの竣工式（写真 1, 2）で
は、蔡英文総統が今後 2026年から 2030年までの 5年間で風力発電設備容量を 5GW にす
るという現在の目標を、2035 年までの 10 年間で 10GW に引き上げると表明するなど、洋
上風力に対する政府の意気込みは非常に高いようである。 
実際に、台湾政府が現在最も開発に注力している再生可能エネルギーが、この洋上風力発
電である。経済部が 2019年 4月に発表した試算では、現在洋上風力だけで投資規模が 9625
億台湾元（約 310億米ドル）に及び、2万人の雇用が創出される見込みである。 
これまで台湾では、陸上風力が主力で洋上風力の開発はほとんど行われていなかった。し
かし現行の政府目標では、2019年から 2025年までの 7年間で、風力の発電設備容量を 2008



































































































写真 1、2 中華民國總統府（Office of President, Republic of China (Taiwan)）ウェブサイト 
写真 3 Ocean Conservation Administration, Ocean Affairs Council, Taiwan提供。 
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写真 1 2019年 11月 12日行われた「フォルモサ I」竣工式。中央は蔡英文総統。 
 
 










写真 3 「台湾クジラ類観察員」（TCO）のトレーニングを受ける様子。 
